
S081-P001 時間：5月 29日  17:00-18:30

不連続構造を考慮した大阪地域の 3次元地盤構造モデルの作成

Three dimensional subsurface structure model of the Osaka basin
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　産業技術総合研究所 活断層研究センターでは，平成 13 年度より 4 ヶ年計画で大阪地域を対象とした地震被
害予測図作成のための研究を開始した．本研究の目指す地震被害図の特徴は，地質学的な知見を取り込んで，起震
断層のモデル作成 [加瀬ほか，本大会] や地殻構造モデルが作成され，強震動の数値計算がおこなわれている [関
口ほか，本大会] 点にある．ここでは，この計画の一環で進められている地盤構造モデルの作成について述べる．
　大阪平野と大阪湾は周囲を山地や島に囲まれた盆地構造をなしている [堀家, 1990] ．大阪地域を伝播する

地震波では，盆地構造のような水平方向の不均質の影響が顕著 [鳥海, 1975; Hatayama et al., 1995] なので，
大阪地域の地震動予測には，3次元の地盤構造モデルが不可欠である．
　大阪地域の 3 次元地盤構造のモデル化は，香川ほか [1993] が層境界の形状をスプライン函数で表現したこ

とに始まる．その後，このモデルは宮腰ほか [1997; 1999] により改良された．Pitarka et al. [1998] などで指
摘されたように ，断層により地下構造が急激に変わることが地震波動場に大きく影響することがある以上，この
ような地下構造の急変をできるだけ正確に表わすことが必要である．しかし，スプライン函数では，このような地
下構造を正確に表現することは難しい．また，香川らや宮腰らのモデルでは，各層の速度や密度を一定としている
が，堆積層の速度は深さや堆積年代等で変わる [Faust, 1951] ．一方，井上ほか [1998] は重力データを使って
基盤岩の深度分布を推定したが，各々で密度が一定な堆積層と基盤岩の 2層構造で解析したため，堆積層の詳細な
構造については議論されていない．
　そこで，本研究では，より現実的なモデルを得るために，1）断層による速度構造の急変部分を明示的に導入

している，2）同じ層でも，深さや堆積年代に応じて速度や密度が変化する，などの特色を持つ大阪地域の 3 次元
地盤構造モデルを作成した．
　地盤構造モデルは，まず地質構造モデルを作成し，次に各層に速度や密度を割り振る，という手順で作成す

る．ここで使う各層の物性値は検層データなどから推定する．
　地質構造モデルの作成では，まず，断層などを入れることで地質構造の不連続をあらかじめ与え，モデル化

する領域をいくつかのブロックに分割する．そして，重力や反射法データ，ボーリング調査の結果などを組み合わ
せて，堆積層内の鍵層や基盤岩上面の深度と形状を推定する．このとき，ブロック内ではこれらの層や境界面は連
続した形状であるとする．3次元領域を一度に解析するのは難しいので，2 次元断面モデルを多数作成し，それら
から 3次元モデルを作成した。
　物性値は，まず，各層の P 波速度を推定する．堆積層については，深度や堆積年代を考慮し，基盤岩に関し

ては屈折法探査の結果を参照した．そして，松本ほか [1998] にしたがい，S波速度や密度を推定した．
　モデル領域は，大阪平野を覆う東西 28 km，南北 45 km，深さ 4 km である．ブロック分割では，有馬－高槻

構造線，上町断層，生駒断層を考慮した．2次元断面は東西方向で作成した．これは，大阪平野を含む地域では，
生駒断層や上町断層のように，南北性の断層が大局的な地質構造を支配しているためである．この 2次元断面は，
南北方向に 500 m 間隔で 91 断面作成した．
　地質構造モデルでは，堆積層内にある松山・ガウス境界，福田火山灰，海成粘土層である Ma-1，Ma 3，Ma 10

の 5 つの層準と基盤岩上面の形状を推定した．基盤岩深度の分布は，主として重力異常の分布から推定しているの
で，井上ほか [1998] の結果と似た分布である．上町台地にあたる部分で一旦基盤岩深度が浅くなり，その両側で
は深くなる．したがって，上町台地と生駒山地に挟まれた地域は，盆地内の盆地になっている [Ikebe et al., 1970] ．
基盤岩深度はもっとも深いところでは約 1.5 km である．また，上町台地の南側（堺市付近）の重力異常の局所的
なピークに対応する部分で，丘のように深度が浅くなっている部分が存在するが，宮腰ほか [1997] のモデルでは，
このような構造は見られない．
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